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天皇・皇后両陛下 

池田牧場を御訪問 
 

 天皇，皇后両陛下は山口県の植樹祭からお帰りの

途中，４月９日午後５時50分着の特別列車で岡山駅

へお着きになった。両陛下おそろいでは２年半ぶり

のこと。第一夜を御宿舎岡山市後楽園内の鶴鳴館で

明かされた両陛下は翌10日午前９時半御宿舎をた

たれ，池田隆政氏夫妻が経営する池田牧場（岡山市

上伊福別所）を９時45分おたずねになった。同牧場

２度目の御訪問ではあるが隆政，厚子夫妻はもちろ

ん，両陛下もお待ちになっていたこの日だけに園内

をゆっくり一巡して動物や牧場の施設を御覧にな

った後，夫婦の住いで厚子夫人の手料理で御昼食を

召され，４人水入らずでお話されるなど昼過ぎまで

楽しい一ときをお過しになった。 

 この日動物園入口あたりは付近の人や行楽客で

一ぱい。又同園入口には岡山県遺族連盟の伊藤大孝

副会長はじめ郡市代表42人がお迎えしたが，両陛下

は御到着後すぐに奉迎の遺族代表の前にお立ちに

なり天皇陛下は「多くの肉親を亡くされた皆さま方

には同情に耐えません。暗いお気持になられるでし

ょうが日本再建のため体に気をつけて明るい気持

でがんばって下さい。」と激励され，ついで皇后陛

下は「お体を大切に」といつくしみある言葉で遺族

を慰められた。 

「万歳」でこれにお応えする遺族の中にはあまりに

も身近に感じた「人間天皇」のお姿に感激し，涙を

拭う人もあり，天皇陛下は右手で帽子を幾度もおあ

げになり「万歳」にお応えになった。 

 午後零時40分両陛下は池田邸をあとに児島湾締

切堤防，倉敷レイヨン岡山工場を御覧になり，午後

２時45分一たん御宿舎へお帰りになった。天皇陛下

は午後３時から５時10分まで御宿舎で岡大村上，川

口両教授，稲臣助教授の研究をきかれ，その間に皇

后陛下は厚子夫人をともなわれて倉敷市の大原美

術館を御覧になった。 

 11日は午前中宿舎で御休息，午後１時宿舎御出発，

赤磐郡山陽町西山地区の果樹園及び御津郡津高村

温室ぶどう園を御覧になった。 

 岡山に３泊された両陛下は12日午前９時岡山駅

発特別列車で御離岡，大阪からは飛行機で東京へお

帰りになった。 

 

池田邸をお発ちの両陛下 

 

象の歓迎をお受けの両陛下 

 

１頭から１貫600匁の毛がとれた 白石島にて 
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電気バリカンによるめん羊の毛刈 

 

子めん羊の断尾風景 

 

刈取った汚毛は直ぐに委託加工に 

 

上位入賞牛の短評にきき入る組合員 

 

平津酪農の優秀牛 

 

平津酪農の優秀牛 

 
共進会風景 


